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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技に関する制御を行う制御基板を収納する基板ベース及び基板カバーと、を備えた遊
技機基板ケースにおいて、
　前記基板カバー及び前記基板ベースが重合位置で組み付けられた前記遊技機基板ケース
の一側面には、前記遊技機基板ケースの開放を禁ずるための複数個からなる封止手段が突
設され、
　該封止手段は、前記基板カバーの前記一側面に突設されて該基板カバーを前記基板ベー
スに取り外し不能とする封止部と、基板ベースの前記一側面に突設され且つ前記封止部の
ベースとなるベース側封止部と、伸縮自在で延長方向に復元する弾性部を一側に有すると
共に該弾性部と連結して所定の断面形状で略柱状に形成されてなる本体部を他側に有した
かしめ部材と、を備え、
　前記基板ベースは基板ケース爪部を備え、
　前記基板カバーは前記基板ケース爪部に対向する位置に設けられると共に基板ケース爪
部が挿入されてスライドすることで、前記基板カバー及び前記基板ベースが前記スライド
する方向で規制されると共に前記スライドする方向と直交する方向に離隔することなく、
前記重合位置にて前記基板ベースとスライド嵌合可能な基板ケース爪合わせ部を備え、
　前記封止部は、前記かしめ部材の前記弾性部の一端部を収納する収納部と、該収納部と
封止部を連結する連結部と、を備え、
　前記ベース側封止部は、基板カバーを基板ベースに前記スライド嵌合するとき、前記収
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納部に前記弾性部が圧縮して収納された前記かしめ部材の前記本体部の一端部を、前記重
合位置において延長方向への復元力により収納して前記基板カバー及び前記基板ベースが
スライド不能とすることで封止するかしめ受け部を備え、
　前記封止手段のうち少なくとも一つにより前記遊技機基板ケースを封止した際に、封止
に用いられた封止部の前記連結部を破壊することでのみ遊技機基板ケースの機能を損なわ
ずに開放することが可能な構成とし、
　所定の呼出波を受信した際に固有の識別情報及び前記遊技制御基板に関する情報を出力
するＩＣ回路はアンテナ部とＩＣチップ部から構成され、該アンテナ部は前記かしめ部材
に配置され、該ＩＣチップ部は前記かしめ受け部に配置され、
　前記本体部は、該本体部の一端部に前記所定の断面形状よりも小さい面積で凸状に延出
して形成されると共に前記アンテナ部と導通してなるアンテナ接合部を備え、
　前記基板カバー及び前記基板ベースが前記スライド嵌合により重合位置で組み付けられ
ていないときは前記アンテナ接合部と前記ＩＣチップ部が離隔して前記ＩＣ回路が開いて
機能しない開回路状態となり、前記スライド嵌合により重合位置で組み付けられていると
きは前記弾性部の延長方向への復元力により前記アンテナ接合部と前記ＩＣチップ部が当
接して前記ＩＣ回路が閉じて機能する閉回路状態に前記開回路状態から変化し、
　凸状に延出して形成された前記アンテナ接合部は、前記閉回路状態において前記封止部
の連結部を破壊して圧縮された前記弾性部が復元力により復元したとき前記かしめ部材を
起立状態から傾倒状態に変化させることを特徴とする遊技機基板ケース。
【請求項２】
　前記ＩＣチップ部は、複数個からなる前記封止手段のすべてに配置され、該封止手段の
前記封止部の位置が特定可能となる情報を各ＩＣチップ内に備えていることを特徴とする
請求項１に記載の遊技機基板ケース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技に応じて遊技者に特定の遊技価値を付与する遊技機の制御を行う遊技制
御基板と、該遊技制御基板を収納する基板ベース及び基板カバーとを備えた遊技機の基板
ケースに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、パチンコ機等の遊技機では、中央処理装置（以下、ＣＰＵという）や記憶素子（
以下、ＲＯＭという）等で構成される遊技内容を制御する遊技制御基板が設けられており
、この遊技制御基板は、他の導電部品等との接触や衝撃等から保護するために基板ベース
と基板カバーで構成される合成樹脂製の基板ケースに収納されて、遊技機の裏面に配設さ
れている。この遊技制御基板は、ＲＯＭに記憶された遊技制御プログラムに基づいて、そ
の遊技動作が制御されていて、遊技制御プログラムの内容（大当たりといわれる特別遊技
状態となる確率等）により、出玉等の遊技者に対する利益が左右されている。このため、
外部から遊技店の営業中以外に遊技制御基板の正規な遊技プログラムが記憶されたＲＯＭ
を、特別遊技状態となる確率を変更した不正な遊技プログラムが記憶されたＲＯＭと交換
することにより、特別遊技状態を不正に発生させて出玉を得るという不正行為が行われる
場合がある。
　これを防止するために、遊技制御基板を収納する基板ケースには、所定の部位を破壊し
ない限り、基板カバーを取外し不可能にする封印手段が設けられており、所定の部位が破
損していた場合には、基板ケースが開放されたとみなしていた。
【０００３】
【特許文献１】特開平０５－０８５２２８号公報
【特許文献２】特開平０９－１９２３２１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　しかしながら、基板ケースの封印手段が破損しているか否かを目視により確認する場合
、見落とす可能性があるという問題があった。また、基板ケースに模した偽物を偽造し、
正規の基板と異なる基板を収納した偽造基板ケースを取り付けることにより、不正行為の
発見を妨げたり遅らせたりするという問題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１に記載の遊技機基板ケースは、遊技に関する制御を行う制御基板を収納する基
板ベース及び基板カバーと、を備えた遊技機基板ケースにおいて、前記基板カバー及び前
記基板ベースが重合位置で組み付けられた前記遊技機基板ケースの一側面には、前記遊技
機基板ケースの開放を禁ずるための複数個からなる封止手段が突設され、該封止手段は、
前記基板カバーの前記一側面に突設されて該基板カバーを前記基板ベースに取り外し不能
とする封止部と、基板ベースの前記一側面に突設され且つ前記封止部のベースとなるベー
ス側封止部と、伸縮自在で延長方向に復元する弾性部を一側に有すると共に該弾性部と連
結して所定の断面形状で略柱状に形成されてなる本体部を他側に有したかしめ部材と、を
備え、前記基板ベースは基板ケース爪部を備え、前記基板カバーは前記基板ケース爪部に
対向する位置に設けられると共に基板ケース爪部が挿入されてスライドすることで、前記
基板カバー及び前記基板ベースが前記スライドする方向で規制されると共に前記スライド
する方向と直交する方向に離隔することなく、前記重合位置にて前記基板ベースとスライ
ド嵌合可能な基板ケース爪合わせ部を備え、前記封止部は、前記かしめ部材の前記弾性部
の一端部を収納する収納部と、該収納部と封止部を連結する連結部と、を備え、前記ベー
ス側封止部は、基板カバーを基板ベースに前記スライド嵌合するとき、前記収納部に前記
弾性部が圧縮して収納された前記かしめ部材の前記本体部の一端部を、前記重合位置にお
いて延長方向への復元力により収納して前記基板カバー及び前記基板ベースがスライド不
能とすることで封止するかしめ受け部を備え、前記封止手段のうち少なくとも一つにより
前記遊技機基板ケースを封止した際に、封止に用いられた封止部の前記連結部を破壊する
ことでのみ遊技機基板ケースの機能を損なわずに開放することが可能な構成とし、所定の
呼出波を受信した際に固有の識別情報及び前記遊技制御基板に関する情報を出力するＩＣ
回路はアンテナ部とＩＣチップ部から構成され、該アンテナ部は前記かしめ部材に配置さ
れ、該ＩＣチップ部は前記かしめ受け部に配置され、前記本体部は、該本体部の一端部に
前記所定の断面形状よりも小さい面積で凸状に延出して形成されると共に前記アンテナ部
と導通してなるアンテナ接合部を備え、前記基板カバー及び前記基板ベースが前記スライ
ド嵌合により重合位置で組み付けられていないときは前記アンテナ接合部と前記ＩＣチッ
プ部が離隔して前記ＩＣ回路が開いて機能しない開回路状態となり、前記スライド嵌合に
より重合位置で組み付けられているときは前記弾性部の延長方向への復元力により前記ア
ンテナ接合部と前記ＩＣチップ部が当接して前記ＩＣ回路が閉じて機能する閉回路状態に
前記開回路状態から変化し、凸状に延出して形成された前記アンテナ接合部は、前記閉回
路状態において前記封止部の連結部を破壊して圧縮された前記弾性部が復元力により復元
したとき前記かしめ部材を起立状態から傾倒状態に変化させることを特徴とする。
　ＩＣチップ部は基板ベースまたは基板カバーいずれかに備わっている複数ある各封止部
に設置され、かしめ部材を収納部に封入して基板ケースを封止したときに、かしめ部材に
備えられたアンテナ部と封止部のＩＣチップがコネクタ部を介して接合され、該ＩＣチッ
プは所定の呼出波を受信することが可能となり、ＩＣチップに記憶された情報を読取装置
により確認することができる。
　基板ケースは封止部を破壊することでのみ開放できるので、封止手段は保守点検時など
基板ケース内の基板に積載されているＣＰＵ等のチェック作業に備えて基板ケースの複数
回の開放を可能とするために複数個設けられている。
　遊技に関する制御を行う制御基板とは、遊技に応じて遊技者に特定の遊技価値を付与す
る遊技機の制御を行う遊技制御基板や、遊技球の払出に関する制御を行う払出制御基板と
いった遊技に関する制御を行う基板をいう。
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　基板ケースを構成する基板ベース、基板カバー、封止部材は内部を透視できるように透
過性の合成樹脂で形成されており、かしめ部材は非透過性の素材により形成される。
【０００６】
　請求項２に記載の発明は、前記ＩＣチップ部が複数個からなる封止手段のすべてに配置
され、該封止手段の封止部の位置が特定可能となる情報を備えていることを特徴とする請
求項１に記載の遊技機基板ケースである。
　複数ある封止部の封止する順番はあらかじめ決められており、個々の封止部に設置され
たＩＣチップ内の情報には当該封止部の優先順位に対応する位置情報が記憶されている。
またＩＣチップ内の情報には前記位置情報の他に、製造メーカー、遊技機の機種を示すＩ
Ｄ、製造年月を含んだ情報が認識できる信号が記憶されているが、この信号はひとつの基
板ケースに備わっているＩＣチップすべてに共通の情報である。
【発明の効果】
【０００７】
　請求項１の発明によれば、基板ケースの封止手段にかしめ部材を封入することによって
基板ケースが封止され、かしめ部材に設置されたアンテナ部と封止部に設置されたＩＣチ
ップ部が接合されてＩＣ回路が機能する状態となることで、ＩＣ回路の情報をＩＣ読取装
置で読み取ることができる。これにより封止部が確実にかしめられている状態でのみ読取
装置でＩＣ回路の情報を読み取ることができ、すばやくかつ確実に基板ケースの開封状況
を確認できる。封止部が破壊されたままの状態、いわゆる基板ケースが正常な状態でない
場合はＩＣ回路の情報を読み取ることができず、基板ケース、または遊技制御基板も含め
異常状態であると判断でき、早期に異常を発見することができる。
【０００８】
　請求項２の発明によれば、ＩＣチップは複数ある封止手段の封止部の位置情報を記憶し
ていることによって、どの位置の封止部が封止されているのか読取装置を使用することで
迅速に確認できる。また封止箇所の位置情報はあらかじめ定められた封止する順番の優先
順位によって決定されており、どの位置の封止部によりかしめられているかによって基板
ケースの開封回数も把握できる。
　また、製造時に基板ケースのかしめが正常に行われているかを確認する際、作業員の目
視による検査と並行して読取装置を用いることで、より確実かつ迅速に検査作業を行うこ
とが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　（第１実施形態）
　以下に、本発明における好適な第１実施形態について図１～図８を参照して説明する。
尚、本発明の実施の形態は、下記の実施形態に何ら限定されるものではなく、本発明の技
術的範囲に属する限り種々の形態を採り得ることはいうまでもない。
【００１０】
　図１は、遊技機の代表例であるパチンコ機１０の正面図であり、いわゆるカード式パチ
ンコ機と呼ばれるものである。前記パチンコ機１０は、遊技店の遊技機設置島に設置固定
するための外枠１１にヒンジ機構１２、１２を上下に設け、前面枠１３を開閉可能に軸着
している。また、前面枠１３の前面からは遊技盤１４の遊技領域を透視するためのガラス
を装備したガラス枠１５が開閉可能に螺着されている。
【００１１】
　前面枠１３の下方には、遊技球を整列流下させながら発射装置に誘導するための上皿１
６が配設されている。また、上皿１６には、球貸ユニットを操作するための球貸ボタン１
７ａ、カード返却ボタン１７ｂ、カード残金表示部１７ｃが設けられている。
【００１２】
　上皿１６の下方には、下皿１８が配設されており、前記下皿１８には、上皿１６からオ
ーバーフローしてきた賞球、あるいは貸球が流出する流出口１８ａおよび貯留された遊技
球を球箱等に排出するための下皿球抜きレバー１８ｂを有している。そして、下皿１８の
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右端部には、発射レバー１９を有した発射ハンドル２０が装着されており、前記発射レバ
ー１９を遊技者が回転操作することで遊技球を遊技盤１４の任意の位置に発射することが
できる。
【００１３】
　遊技盤１４は、周囲をガイドレール２１により円形状に外囲され、前記ガイドレール２
１に囲まれた領域が遊技領域２２となる。なお、遊技領域２２には、無数の誘導釘（図示
は省略）がほぼ全域にわたって設けられており、前記誘導釘によって遊技領域２２に発射
された遊技球を任意の位置に誘導する。遊技領域２２の略中央部にはセンター役物２３が
装着されている。前記センター役物２３の中央部には、液晶表示装置２４が装着されてい
る。また、センター役物２３の周囲には風車２６、２６、普通図柄始動用ゲート２７、サ
イドランプ２８、２８、開閉羽根を備えた電動チューリップ式入賞口の普通電動役物２９
が配設されている。そして、ガイドレール２１の最下部にはアウト口３０が配設されてい
る。
【００１４】
　また、普通電動役物２９は特定始動口を兼ねており、該特定始動口に入球すると遊技制
御基板４４内にある主制御部のＣＰＵが当否抽選を行う。当否抽選の結果に基き、特別図
柄表示部３３へ変動時間や表示形態の指示が送信される。特別図柄表示部３３は主制御部
からの指示に従って図柄が作動し、あらかじめ定められた表示形態を表示する。この特別
図柄表示部３３の変動時間や表示形態に連動して、遊技機に備わっている複数の装置によ
るさまざまな演出効果を行う。液晶表示装置２４では、複数の図柄やキャラクタを表示し
、演出効果を高める。同様に盤面電飾表示部７６や本体電飾表示部７７ではＬＥＤやラン
プの点滅によって、スピーカー部３２からは演出状況に応じた音を出力することによって
演出効果を高める。
【００１５】
　パチンコ機１０の左一側には球貸ユニット３６が縦長状に取付けられている。前記球貸
ユニット３６は、カード挿入口３７と表示ランプ３８とを有し、カード挿入口３７にカー
ドを挿入すれば、表示ランプ３８が点灯すると共に、上皿１６に配設されている球貸ユニ
ット操作パネル１７のカード残金表示部１７ｃに残金が表示される。そして、残金が表示
されていれば、球貸ボタン１７ａを押すことにより上皿１６にある流出口から所定数の貸
球が排出される。また、カード返却ボタン１７ｂを押すことにより残金を記録済みのカー
ドがカード挿入口３７から返却されるようになっている。
【００１６】
　次に、図２にしたがって、パチンコ機１０の裏面の構成について説明する。図２は、パ
チンコ機１０の裏面図である。図に示すように、パチンコ機１０の裏面には、機構盤４０
が装着されており、該機構盤４０には、遊技盤１４が着脱自在に装着される。前記機構板
４０の上部には、賞球あるいは貸球として排出するための遊技球を貯留する球タンク４１
が設けられ、パチンコ機１０が遊技機設置島に設置された状態でその上方から遊技球が球
タンク４１に供給される。そして、球タンク４１の下方には、賞球用樋と貸球用樋が形成
され、それらの樋に遊技球を分流しながら流下させるタンクレール４３が設けられており
、タンクレール４３の下流端はカーブ樋を介して払出機構部４２内にある賞球払出装置７
１、貸球払出装置７２により上皿１６に排出することができる。
【００１７】
　機構板４０の略中央部には、遊技制御用マイクロコンピュータ等が搭載された遊技制御
基板４４を収納した基板ケース４５が配設されている。また、基板ケース４５の下方には
、賞球払出装置７１、貸球払出装置７２を制御して、賞球あるいは貸球の排出を行う払出
制御基板４６が配設されている。前記基板ケース４５の左方には、スピーカー部３２から
の音声発生を制御するための音制御基板７３、遊技盤１４面に設けられる遊技効果を高め
るためのランプ等の点灯方法を制御するランプ制御基板７４が備わっている演出制御基板
４７が設けられている。また、遊技制御基板４４の上部には、画像制御基板４８が設けら
れている。
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【００１８】
　機構板４０の下部右側には、外部から供給される電力から複数の直流電圧を生成する電
源回路が搭載された電源基板４９が設けられ、電源基板４９の左方には、遊技球を発射す
るための発射装置を制御する発射制御基板５０が払出制御基板４６と隣接した位置に設け
られている。また、機構盤４０の右上隅部には、遊技に関する各種情報を遊技機外部に出
力するための各端子を備えた外部接続端子板５１が設置されている。
【００１９】
　続いて、前述したパチンコ機１０の電気的構成について、図３のブロック図を用いて説
明する。パチンコ機１０の電気回路は、図示するように、遊技制御基板４４、中継基板７
０、払出制御基板４６、発射制御基板５０、音制御基板７３、ランプ制御基板７４及び画
像制御基板４８から構成されている。
【００２０】
　遊技制御基板４４は、遊技の進行に関する遊技制御を行い遊技制御回路が設けられてお
り、各種基板への命令を司っている。また、図示しない各種スイッチ類及び各種アクチュ
エータ類との入出力を行うための外部入出力回路も設けられている。また、大当りか否か
を遊技者に告知するための特別図柄を表示する特別図柄表示部３３の制御も行う。
【００２１】
　払出制御基板４６は、遊技球の払い出しに関する払出制御を行う払出制御回路が設けら
れており、賞球払出装置７１や貸球払出装置７２を駆動制御するためのものである。賞球
払出装置７１は、遊技機１０の内部に備えられた球切モータを駆動して、入賞があった場
合に賞球としての遊技球を上皿１６に払い出す装置である。貸球払出装置７２は、上皿１
６に設けられた前述の球貸ボタン１７ａが遊技者に操作された場合に、内部に備えられた
球切モータを駆動して遊技者に球貸としての遊技球を払い出す装置である。
【００２２】
　中継基板７０は、遊技制御基板４４から送信されてきたコマンドを、関連情報表示制御
基板６４、音制御基板７３、ランプ制御基板７４および画像制御基板４８へ送信する。仕
様によっては、より統一性のある演出とするために、遊技制御基板４４から送信されてき
たコマンドを中継基板７０で一旦保持し、演出をとりまとめ、各制御基板へより具体的な
演出となるように詳細なコマンドを送信する場合もある。
【００２３】
　画像制御基板４８は、画像制御プログラムを記憶したＲＯＭ、演算等の作業領域として
働くＲＡＭ及び中央演算装置ＣＰＵを中心とした論理演算回路（画像制御回路）を有する
ように構成されており、演出表示部７５に各種演出画像を表示制御するためのものである
。
【００２４】
　音制御基板７３は、音源ＩＣ及びアンプ等から構成されており、中継基板７０を介して
遊技制御基板４４からの指令を受けて、スピーカー部３２を駆動制御するためのものであ
る。
【００２５】
　ランプ制御基板７４は、主としてトランジスタ等の駆動素子から構成されており、中継
基板７０を介して遊技制御基板４４からの指令を受けて、本体電飾表示部７７や、盤面電
飾表示部７６に存在する各種ランプ類及びＬＥＤ類を点灯表示させるためのものである。
【００２６】
　次に、図４にしたがって、基板ケース４５の構成について分解斜視図を用いて説明する
。基板ケース４５は、遊技制御基板の裏面側を覆う基板ベース５６と、遊技制御基板を積
載し保護するための基板カバー５５と、基板ケース４５の一側面に突設する基板カバーを
取り外し不可能にするための封止部６６により構成される。
【００２７】
　基板ベース５６には、遊技機側の機構盤４０に固定するための係止爪５８と、基板カバ
ー５５とスライド嵌合するための基板ケース爪部５７と、スライド方向に対して垂直方向
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への移動を防止する係合部６７と、封止部６６のベースとなるベース側封止部５９が備わ
っている。
【００２８】
　基板カバー５５には、遊技機側の機構盤４０に固定するためのロックピン６５と、基板
ベース５６とスライド嵌合するための基板ケース爪合わせ部６２と、基板ベース５６の係
合部６７と係合するための係合孔６４と、基板カバーを封止するための封止部６６が備わ
っている。また遊技制御基板４４の四隅には止め孔６１が設けられ、止め孔６１にビス６
０を挿入して基板カバー５５の裏面側に突起している４箇所のネジ孔６３にねじ込むこと
で遊技制御基板４４は基板カバー５５に固定される。
【００２９】
　基板ベース５６の基板ケース爪部５７と、基板カバー５５の基板ケース爪合わせ部６２
は対向する位置に備わっている。基板ベース５６に基板カバー５５を取り付ける場合、該
基板ケース爪部５７を該基板ケース爪合わせ部６２に挿入したあとスライドすることで嵌
合する構造になっている。このときベース側封止部５９の係合部６７が基板カバー側の封
止部６６に備わっている係合孔６４に係合することで、封止部６６とベース側封止部５９
との間に隙間ができないようにしている。
【００３０】
　また、基板ケース４５を構成する基板ベース５６、基板カバー５５、封止部６６は内部
を透視できるように透過性の合成樹脂で形成されており、かしめ部材８０は非透過性の素
材により形成される。これにより基板ケース４５の目視によるかしめ状況の確認がよりス
ムーズに行うことが可能となる。
【００３１】
　続いて図５～図７にしたがって封止部６６について詳細に説明する。尚、封止部６６の
封止箇所は円筒部８１～８４、かしめ受け部８５～８８とそれぞれに４箇所存在するが、
構造や封止方法は同じなので代表して工場出荷時にかしめられる最右の封止箇所である円
筒部８１、かしめ受け部８５を例に説明する。
【００３２】
　封止部６６は、基板カバー５５と基板ベース５６の一側面に突出する位置に設けられ、
基板カバー５５は図５（ａ）に示すように、かしめ部材８０を封入する円筒部８１と、該
円筒部８１と封止部６６とをつなぐ連結部８１ａ、８１ｂとから構成される。ベース側封
止部５９は図５（ｂ）に示すように、かしめ部材８０を封入して基板ケース４５を閉塞し
たときに該かしめ部材８０の本体部８０ａの一部が収納されるかしめ受け部８５を備えて
いる。かしめ受け部８５にはＩＣチップ８５ｂと、かしめ部８０に備えつけられているア
ンテナ部８０ｃとを連結させるためのコネクタ部８５ａが配設されている。
【００３３】
　円筒部８１にかしめ部材８０を封入した状態で基板カバー５５を基板ベース５６にスラ
イドすると、図６（ａ）に示すようにかしめ部材８０のバネ部８０ｂが圧縮された状態と
なる。そのままスライドし続けることにより図６（ｂ）で示すように、かしめ部材８０の
本体部８０ａの一部がバネ部８０ｂの延長方向への復元力によりかしめ受け部８５に嵌る
。本体部８０ａが円筒部８１とかしめ受け部８５との間に横断的に収納されることにより
基板カバー５５はスライドできなくなり、よって基板ケースは開放不能となる。基板ケー
ス４５を開放するには、かしめ部材８０が封入されている円筒部８１と連結している連結
部８１ａ、８１ｂをニッパーなどで切断する必要がある。再度基板ケース４５をかしめる
場合は、切断していない残りの円筒部（円筒部８１の次は円筒部８２となる）にかしめ部
材８０を封入して、基板カバー５５を基板ベース５６にスライド嵌合すればよい。未切断
の円筒部が残っている限り、基板ケースは再度かしめることが可能である。
【００３４】
　次にかしめ部材８０について説明する。図７（ａ）はかしめ部材８０の側面図、図７（
ｂ）は断面図である。かしめ部材８０は図７に示すように、かしめ部材８０の本体部８０
ａの略中央にアンテナ部８０ｃを内蔵している。アンテナ部８０ｃの下方にはアンテナ接
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合部８０ｄが備わっており、アンテナ接合部８０ｄは本体部８０ａより下方方向へ延出し
ている。これはＩＣチップ８５ｂに繋がるコネクタ部８５ａとアンテナ接合部８０ｄとを
確実に接触させるためである。ただし、コネクタ部８５ａとアンテナ接合部８０ｄが確実
に接触する形状であれば、コネクタ部８５ａを延出させてアンテナ接合部８０ｄが凹んで
いる形状でも何ら問題はない。
　この構成はバネ部の復元力によるはたらきでアンテナ接合部８０ｄとコネクタ部８５ａ
が確実に接触し、剥離を防ぐことができるので、ＩＣチップ８５ｂの情報送信を安定して
行うことが可能となる。
【００３５】
　各ＩＣチップに記憶されている情報には、共通の情報と、固有の情報とに分かれる。共
通の情報には、製造メーカー、遊技機の機種を示すＩＤ、製造年月などが認識できる信号
が含まれる。固有情報としては、各封止部材の位置情報が記憶されている。位置情報とは
、４箇所ある封止部材のうちどの位置の封止部に該当するかを示す情報であり、工場出荷
時は封止部６６にかしめ部材８０が封入されている。円筒部８１、８２、８３、８４の上
部には図５（ａ）で示すようにかしめる優先順位を示す数字が刻印されており、そのため
封止部６６の優先順位は目視でも確認できるため、基板ケースの再かしめ時にかしめ部材
８０を封入する円筒部を間違えることなく設置することができる。
【００３６】
　ＩＣチップ内の情報を読み取るには、図示しない読取装置を用いて行われる。読取装置
から発信される電波がアンテナ部８０ｃに到達することではじめてＩＣチップ内の回路が
機能し、アンテナ部８０ｃを介して読取装置へ送信される。つまりアンテナ部８０ｃの備
わっているかしめ部材８０が、どこの円筒部に封入されているか、つまりどの位置でかし
められているかを知らせることができる。かしめの位置は、工場出荷時の位置、開封後の
再封印時の位置など決められているので、封止部材の位置情報によって基板ケースの開封
回数がわかるしくみとなっている。
　また、読取装置で信号が受信できない場合は、基板ケース４５が正常でない状態と判断
できるので、基板ケース４５の早急な確認を行う必要がある。
【００３７】
　複数の封印部材にＩＣチップはひとつずつ配置されているが、各コネクタと接続されて
いるＩＣチップの回路がそれぞれ独立していれば、１枚の基板にまとめても良い。この方
法の利点としては、製造時における工数の減少や、ＩＣチップに記憶された位置情報と異
なる位置にＩＣチップを配置してしまうといった間違いを防止することが可能である。
【００３８】
（第２実施形態）
　次に本発明の第２実施形態について図８の部分分解斜面図を参照して説明する。尚、本
実施形態も基本的には第１実施形態に記載の遊技機と同様の構成であるので、主として第
１実施形態と相違する部分について説明する。また、封止部６６の封止箇所は４箇所存在
するが、第１実施形態と同様の理由により最右の封止箇所を例に説明する。
【００３９】
　基板カバー５５の封印部６６に備わっている各円筒部９０には、内側空間部にＩＣチッ
プ９０ｂと、かしめ部材９１に備えられたアンテナ部９１ｃと接合されるコネクタ部９０
ａと、コネクタ部９０ａとＩＣチップ９０ｂとをつなぐ送信部９０ｃが設けられている。
コネクタ部９０ａは内側空間部の上面に、ＩＣチップ９０ｂは内側空間部の側面側に備え
られている。各円筒部内部のＩＣチップには、製造メーカー、遊技機の機種を示すＩＤ、
製造年月などが認識できる共通の情報と、封印部の位置を示す固有の情報が記憶されてい
る。
【００４０】
　かしめ部材９１の頭部９１ｅには、アンテナ接合部９１ｄと、一対のアンテナ部９１ｃ
が備えられている。アンテナ接合部９１ｄと円筒部内部のコネクタ部９０ａが接合するこ
とによって、円筒部内部のＩＣチップ９０ｂが機能する。
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【００４１】
　このような構成にすると基板カバー５５にＩＣチップが装着されることとなるため、基
板カバー５５を容易に偽造品と交換するという不正行為を防止することができる。また、
円筒部内部の上部にはコネクタ部９０ａを設けてはいるものの、かしめ部材９１の封入状
況を確認できる十分な視認性を確保できるので、目視による確認の妨げにならない。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】パチンコ機の正面図。
【図２】パチンコ機の裏面図。
【図３】遊技機の構成を示すブロック図。
【図４】基板ケースの実施形態を示す基板ケースの分解斜視図。
【図５】基板ベースと基板カバーの封印部における部分正面図。
【図６】実施例の封印部における側面の部分断面図。
【図７】かしめ部材の側面図。
【図８】基板ケースの第２実施形態を示す封止部の部分分解斜視図。
【符号の説明】
【００４３】
　１０…パチンコ機　　　　　　　　１１…外枠　　　　　　　　　
　１２…ヒンジ機構　　　　　　　　１３…前面枠　　　　　　　　
　１４…遊技盤　　　　　　　　　　１５…ガラス枠　　　　　　　
　１６…上皿　　　　　　　　　　　１７…球貸ユニット操作パネル
　１８…下皿　　　　　　　　　　　１９…発射レバー　　　　　　
　２０…発射ハンドル　　　　　　　２１…ガイドレール　　　　　
　２２…遊技領域　　　　　　　　　２３…センター役物　　　　　
　２４…液晶表示装置　　　　　　　２６…風車　　　　　　　　　
　２７…普通図柄始動用ゲート　　　２８…サイドランプ　　　　　
　２９…普通電動役物（特定始動口）３０…アウト口　　　　　　　
　３１…大入賞口　　　　　　　　　３２…スピーカー部　　　　　
　３３…特別図柄表示部　　　　　　３４…普通図柄表示部　　　　
　３６…球貸ユニット　　　　　　　３７…カード挿入口　　　　　
　３８…表示ランプ　　　　　　　　４０…機構盤　　　　　　　　
　４１…球タンク　　　　　　　　　４２…払出機構部　　　　　　
　４３…タンクレール　　　　　　　４４…遊技制御基板　　　　　
　４５…基板ケース　　　　　　　　４６…払出制御基板　　　　　
　４７…演出制御基板　　　　　　　４８…画像制御基板　　　　　
　４９…電源基板　　　　　　　　　５０…発射制御基板　　　　　
　５１…外部接続端子板　　　　　　５５…基板カバー　　　　　　
　５６…基板ベース　　　　　　　　５７…基板ケース爪部　　　　
　５８…係止爪　　　　　　　　　　５９…ベース側封止部　　　　
　６０…ビス　　　　　　　　　　　６１…止め孔　　　　　　　　
　６２…基板ケース爪合わせ部　　　６３…ネジ孔　　　　　　　　
　６４…係合孔　　　　　　　　　　６５…ロックピン　　　　　　
　６６…封止部　　　　　　　　　　６７…係合部　　　　　　　　
　７０…中継基板　　　　　　　　　７１…賞球払出装置　　　　　
　７２…貸球払出装置　　　　　　　７３…音制御基板　　　　　　
　７４…ランプ制御基板　　　　　　７５…演出表示部　　　　　　
　７６…盤面電飾表示部　　　　　　７７…本体電飾表示部　　　　
　８０…かしめ部材　　　　　　　　８１～８４…円筒部　　　　　
　８５～８８…かしめ受け部　　　　９０…円筒部　　　　　　　　
　９１…かしめ部材　　　　　　　　９２…かしめ受け部　　　　　
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